
二
点

三
点

四
点

五
点

六
点

十
点

《

互
選
句

》

《

選
者
吟

》

〈

紙
上
選
句

〉

〈

投
句

〉

〈

出
席
者

〉

〈

選
者

〉
☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

秋
暑
し
風
に
誘
は
れ
川
下
る

紅
隈
や
汗
も
吹
っ
飛
ぶ
荒
き
業
〈

わ

ざ

〉

�
海
老
蔵
の
「

狐
忠
信

」

嫡
子
逝
く
母
置
き
去
り
に
虫
の
声

思
ひ
出
の
メ
ロ
デ
ィ
ー

聴
く
夜
遠
花
火

身
の
芯
を
死
神
撫
で
て
ゆ
く
酷
暑

疎
〈

う

と

〉

ま
し
や
す
る
こ
と
も
無
く
夜
長
と
は

薩
摩
如
〈

ご

〉

つ
熊
蝉
鳴
け
り
寛
永
寺

沖
縄
の
球
児
溌
剌
終
戦
日

解
体
の
家
の
礎
石
に
秋
の
草

秋
立
つ
や
地
球
の
火
照
り
冷
め
や
ら
ず

水
打
ち
て
秋
に
灯
点
す
女
将
か
な

縦
書
き
で
旧
仮
名
が
好
き
赤
蜻
蛉

夜
半
の
風
そ
よ
と
グ
ラ
ス
の
月
を
酌
む

鬆
〈

す

〉

の
入
り
し
脳
に
残
暑
は
容
赦
な
し

里
芋
の
熱
き
を
剥
き
て
天
日
塩

球
状
の
乳
房
の
虚
構
盆
の
月

伍
長
殿
卆
寿
の
叔
父
の
終
戦
忌

西
瓜
叩
く
聞
き
分
け
方
を
知
ら
ぬ
ま
ま

肩
先
で
額
の
汗
ふ
く
郵
便
屋

こ
こ
だ
け
の
話
身
に
入
〈

し

〉

む
二
人
酒

�
（

恵

・

龍
…

「

捨

て

き

れ

ぬ

」
を

上

五

に

し

た

ら

ど

う

か

）

西
日
さ
す
書
架
捨
て
切
れ
ぬ
資
本
論

朝
戸
出
や
み
ん
み
ん
蝉
の
ソ
ロ
長
し

敗
戦
日
な
れ
ど
テ
レ
ビ
は
食
い
っ
く
ら

帰
省
路
を
猿
の
群
跳
ぶ
夕
ま
ぐ
れ

蚊
柱
の
央
〈

な

か

〉

に
鍵
穴
探
し
を
り

新
秋
や
四
半
世
紀
の
詩
縁
謝
し

�
祝
�
青
葉
会
廿
五
周
年

川
合
万
里
子
�
先
生

恭
延

紀
久
男

清
天
牛
仝
青
史
亜
也
規
雄
芳
博

ゆ
た
か
清

正
明

一
灯

恵
洲
亜
也
青
史
堂
哉

恵
洲
天
牛
青
史

一
灯

仝 仝 仝 仝
万
里
子

（

孤

・

龍

）

（

万

・

敏

）

（

紀

・

隆

）

（

清

・

弘

・

隆

）

（

紀

・

弘

・

啓

）

（

清

・

恭

・

龍

）

（

万

・

隆

・

三

）

（

猛

・

恭

・

敏

）

（

万

・

堅

・

亜

）

（

猛

・

敏

・

允

）

（

堅

・

猛

・

く

）

（

孤

・

く

・

青

・

三

）

（

堅

・

そ

・

孤

・

龍

）

（

恭

・

敏

・

青

・

天

）

（

猛

・

敏

・

芳

・

啓

・

青

）

（

恭

・

弘

・

芳

・

く

・

亜

）

（

万

・

恵

・

隆

・

允

・

天

）

（

允

・

正

・

亜

・

青

・

天

）

（

万

・

清

・

猛

・

孤

・

恵

・

青

）

（

万

・

堅

・

清

・

そ

・

恵

・

正

）

�

正

・

允

・

三

）

（

万

・

そ

・

弘

・

恵

・

龍

・

敏

・

芳

・

（

龍

）

（

弘

・

三

）

（

そ

・

恵

・

芳

）

（

紀

・

弘

・

正

・

亜

）

�

ゴ

シ

ッ

ク

は

選

者

の

天

�
（

孤
…

一

層

の

こ

と
「

旧

」
を
「

舊

」
、
「

仮

」
は
「

假

」
と

表

記

し

て

貰

え

ば

最

高

）

�
（

堅
…

秀

作

）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
丸
紅
一
階
レ
ス
ト
ラ
ン
「

談
話
室

」

赤
田
堅
�
川
口
孤
舟
�
庄
司
龍
平
�
高
橋
敏
郎
�
早
川
允
章
�
星
田
啓
子
�
村
田
く
に
子

山
本
三
恵

�
（

允
…

下

五
→

「

知

ら

ず

し

て

」
で

は

如

何

）

�
（

青
…

斬

新

で

面

白

い

表

現

）

 
 
 
 
第
二
百
九
十
三
回
�
青
葉
会
「

2
5
周
年
記
念

」

柿
崎
忠
彦
�
土
谷
堂
哉
�
豊
田
ゆ
た
か
�
中
野
一
灯
�
宮
内
規
雄
�
南
平
和
夫
�
渡
邊
盛
雄

石
川
清
�
伊
賀
山
そ
ら
お
�
今
井
紀
久
男
�
大
林
猛
�
小
川
恭
延
�
小
西
弘
子
�
朱
牟
田
恵
洲

�
�
�
�
�
�
�
平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
六
日
（

木

）
午
后
六
時
~

九
時

中
山
芳
博
�
橋
口
隆
�
福
島
正
明
�
山
崎
亜
也
�
山
崎
青
史
�
山
内
天
牛

山
本
三
恵
（

終

了

間

際

。
投

句

の

み

）



一
点

☆ ☆ ☆ ☆

食
卓
の
檸
檬
に
絵
心
動
き
け
り

青
し
る
き
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
の
牽
牛
花

宿
題
や
つ
く
つ
く
法
師
う
る
さ
い
ぞ

早
蝉
も
大
合
唱
も
耳
の
奥

朝
飯
に
心
太
喰
ふ
今
年
か
な

蟲
の
音
に
耳
そ
ば
だ
て
る
朝
寝
か
な

遠
山
に
立
つ
雲
崩
れ
夏
了
る

ソ
ー

ダ
水
首
を
傾
げ
て
無
心
し
て

父
も
子
も
携
帯
ゲ
ー

ム
夏
休
み

船
上
に
秋
暑
忘
れ
て
最
上
川

核
な
し
の
空
澄
み
渡
れ
原
爆
忌

葉
を
揺
ら
す
風
も
祈
る
や
原
爆
忌

こ
の
一
瞬
命
を
懸
け
る
蝉
時
雨

老
鶯
や
の
ろ
け
聞
か
さ
る
喪
の
妻
に

ひ
と
切
れ
の
西
瓜
分
け
合
ひ
笑
み
浮
か
べ

終
戦
日
庭
に
残
り
し
防
空
壕

草
も
木
も
伸
び
疲
れ
た
る
暑
さ
か
な

み
ん
み
ん
の
声
加
わ
り
て
月
替
り

蝉
し
ぐ
れ
英
霊
集
ふ
九
段
坂

い
く
つ
か
の
予
定
に
逡
巡
秋
暑
し

季
寄
せ
手
に
移
ろ
ふ
夏
を
拾
ひ
け
り

猛
暑
に
は
喧
嘩
出
来
ぬ
と
農
夫
云
ひ

と
き
め
き
は
と
き
め
き
の
ま
ま
酔
芙
蓉

脱
け
出
せ
ぬ
固
定
観
念
榠
樝
〈

か

り

ん

〉

の
実

何
も
か
も
忘
れ
て
喰
ふ
や
泥
鰌
〈

ど

ぢ

ゃ

う

〉

鍋

秋
草
を
左
右
に
分
か
つ
犬
の
道

音
や
よ
し
足
も
気
も
急
く
花
火
か
な

身
辺
整
理
思
ふ
て
手
付
か
ず
秋
暑
し

世
話
役
の
汗
の
継
ぎ
た
る
名
句
会

防
衛
省
の
レ
ー

ダ
ー

じ
っ
と
聞
く
蝉
時
雨

落
蝉
の
見
る
そ
の
空
の
青
く
あ
れ

補
虫
網
札
つ
け
た
ま
ま
孫
を
待
つ

仝
亜
也
規
雄
和
夫
仝 隆

ゆ
た
か

弘
子
忠
彦

仝 仝
恭
延
猛
紀
久
男
清 仝 仝

そ
ら
お

三
恵
仝
盛
雄
天
牛
青
史
正
明
隆
芳
博
堂
哉
恵
洲
仝 仝

弘
子

忠
彦

（

三

）

（

紀

）

（

天

）

（

そ

）

（

天

）

（

青

）

（

啓

）

（

三

）

（

万

）

（

龍

）

（

啓

）

（

清

）

（

堅

）

（

亜

）

（

堅

）

（

隆

）

（

芳

）

（

清

）

（

堅

・

允

）

（

紀

・

く

）

（

允

・

く

）

（

紀

・

恭

）

（

孤

・

恵

）

（

孤

・

く

）

（

紀

・

天

）

（

万

・

啓

）

（

猛

・

芳

）

（

正

・

啓

）

（

恭

・

敏

）

（

隆

・

正

）

（

万

・

亜

）

（

万

・

そ

）

�
（

☆
「

つ

け

た

」
は

不

要

）

�
（

青
…

つ

き

す

ぎ

）

�
（

龍
…

1

0

才

の

頃

、
泳

ぎ

ま

し

た

）



三、 二、 一、
今
日
も
蚊
に
返
り
討
た
る
る
夫
婦
か
な
�
�
�
紀
久
男

お
陽
様
に
お
取
り
願
は
し
夏
休
み
�
�
�
�
�
三
恵

椋
鳥
の
群
空
騒
が
し
て
収
ま
り
ぬ
�
�
�
�
�
�
仝

日
日
草
な
に
ご
と
も
な
く
今
日
も
暮
れ
�
�
�
�
仝

真
昼
間
の
森
閑
と
し
て
蝉
時
雨
�
�
�
�
�
�
允
章

�

�

�

¦

�
『

萬

緑

』
9

月

号

�

¦

紫
陽
花
の
色
濃
く
な
る
頃
妻
手
術
�
�
�
�
�
和
夫

ハ
ー

ブ
畑
に
新
種
が
育
ち
夏
の
蝶
�
�
�
�
�
�
仝

朝
食
に
朝
刊
添
へ
て
紫
蘇
香
る
�
�
�
�
�
�
�
仝

叔
母
の
訃
報
麦
湯
滾
り
て
ガ
ス
火
消
ゆ
�
�
�
眞
希
子

胡
桃
生
き
る
桃
源
郷
の
子
規
�
�
�
�
�
�
�
�
仝

�
祝
�
萬
緑
賞
�
鈴
木
胡
桃
子
氏

映
え
合
へ
る
新
緑
常
緑
九
十
九
折
り
�
�
�
�
万
里
子

関
係
者
近
詠

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
紀
久
男
記

釣
鐘
草
記
憶
の
笊
の
洩
れ
や
ま
ず
�
�
�
�
�
�
仝

昭
和
と
は
箪
笥
の
底
の
あ
っ
ぱ
っ
ぱ
�
�
�
�
�
仝

何
も
知
ら
ぬ
そ
ん
な
顔
し
て
八
月
来
�
�
�
�
青
史

蛸
船
の
瀬
戸
に
揺
蕩
ふ
雲
の
峰
�
�
�
�
�
�
�
仝

積
年
の
父
子
の
ず
れ
や
蝉
時
雨
�
�
�
�
�
�
堂
哉

恋
さ
へ
も
病
歴
の
う
ち
秋
の
浜
�
�
�
�
�
�
�
仝

天
馬
〈

ペ

ガ

サ

ス

〉

の
渚
を
駆
く
る
月
夜
か
な
�
�
�
仝

黎
明
の
海
秋
風
の
舟
ひ
と
つ
�
�
�
�
�
�
�
�
仝

柘
榴
裂
け
千
の
秘
密
の
小
部
屋
か
な
�
�
�
�
�
仝

秋
天
を
拭
く
わ
が
心
透
け
る
ま
で
�
�
�
�
�
�
仝

秋
麗
の
朝
や
駿
馬
の
咀
嚼
音
�
�
�
�
�
�
�
孤
舟

�

�

�

�

¦

N

H

K

俳

句

9

月

号

�

三

村

純

也

選

虫
送
り
瑞
穂
国
の
今
む
か
し
�
�
�
�
�
�
奥
西
邦
夫

の

絵

）
永
田
美
智
子
さ
ん
（

明

彦

さ

ん

の

妹

さ

ん

）
か
ら
の
お
手
紙

、
孤
舟
さ
ん
か
ら
の
『

遠
嶺

』
小
澤
克
己
追
悼
・

ん
の
「

澤
乃
井

」
、
亜
也
さ
ん
の
「

水
尾

」
「

天
の
戸
美
稲

」
、
堂
哉
さ
ん
の
チ
リ
赤
ワ
イ
ン
と
甘
納
豆

、
小
生

史
さ
ん

、
恵
洲
さ
ん
が
高
得
点
で
し
た

。

�
弘
子
さ
ん
の
司
会
で
順
調
に
進
行

。
御
覧
の
よ
う
に
新
人
の
一
灯
さ
ん
（

龍

平

さ

ん

の

友

人

）

、
ベ
テ
ラ
ン
の
青

の
「

吉
田
蔵

」
（

浅

草

の

飯

田

屋

よ

り

）
等
々
盛
り
沢
山
の
寄
贈
あ
り

、
一
寸
飲
み
す
ぎ
の
感
あ
り
ま
し
た

。

�
先
生
手
造
り
の
五
平
餅
と
漬
物

、
弘
子
さ
ん
の
「

久
保
田

」
萬
寿

、
恭
延
さ
ん
の
「

越
の
寒
中
梅

」
、
恵
洲
さ

平
成
二
十
二
年
八
月
句
会
（

2
5
周
年
記
念

）

�
各
人
の
技
芸
を
磨
く
よ
り
も
親
睦
面
が
強
す
ぎ
る
傾
向
を
指
摘
す
る
向
き
も
あ
り
ま
す

。
「

呑
兵
衛
句
会

」
の

入
り
移
動
は
あ
り
ま
す
が
常
時
3
0
余
名
の
人
数
で
す

。
御
多
分
に
洩
れ
ず
高
齢
化
し
現
役
社
員
は
居
り
ま
せ
ん

�
昭
和
6
0
年
（

1
9
8
5

）
8
月
に
第
一
回
の
句
会
を
催
し
て
か
ら
四
半
世
紀

。
創
立
者
で
指
導
者
で
も
あ
る

川
合
絹
瀬
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
て
か
ら
は
奥
様
の
川
合
万
里
子
先
生
に
ご
指
導
を
頂
い
て
お
り
ま
す

。
会
員
の
出

。�
今
回
は
久
し
ぶ
り
の
正
明
さ
ん
青
史
さ
ん
含
む
1
5
名
出
席

。
投
句
7
名

。
欠
席
者
か
ら
2
5
周
年
祝
辞
（

盛

�
�
�
�
�
�
�
�
平
成
二
十
二
年
九
月
十
一
日

異
名
も
久
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す

。
句
会
終
了
す
る
迄
飲
む
飲
ま
な
い
は
各
人
の
自
由
で
制
約
あ
り
ま
せ
ん

。
今

な
り
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す

。

迄
運
営
に
支
障
を
来
し
た
こ
と
ご
ざ
い
ま
せ
ん
し

、
俳
句
に
精
進
さ
れ
て
お
ら
れ
る
人
の
お
邪
魔
に
な
っ
て
い
な

�
来
春
3
0
0
回
を
迎
え
ま
す

。
記
念
の
合
同
句
集
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
が

、
何
と
か
レ
ベ
ル
の
高
い
句
集
と

�
各
位
に
は
尚
一
層
の
奮
励
努
力
を
お
願
い
申
上
げ
る
次
第
で
す

。

い
と
思
い
ま
す

。

終
刊
号

、
小
生
の
『

楽
屋
句
會

』
を
回
覧
し
つ
つ
祝
杯
を
挙
げ
ま
し
た

。

雄

さ

ん

堅

さ

ん

龍

平

さ

ん

和

夫

さ

ん

規

雄

さ

ん

等

）
く
に
子
さ
ん
の
「

俳
句
と
絆

」
（

真

下

ま

す

じ

さ

ん

の

句

と

真

下

玲

子

さ

ん


